
京都市告示第   号 

 平成１９年９月３日告示第２１６号（京都市風致地区条例に基づく特別修景地域内にお

いて適用する許可基準の緩和又は強化）を次のように改めます。 

  平成２４年２月１日 

京都市長  門川 大作   

特別修景地域内に適用する許可基準 

京都市風致地区条例（以下「条例」という。）第６条第１項の規定に基づき指定した特

別修景地域内において適用する条例第５条第１項各号（同項第1号及び第3号に規定する仮

設の建築物を除く。）に掲げる許可の基準は，条例第６条第２項の規定により，次のとおり

強化若しくは緩和又は付加する。 

 

（高さの基準の適用除外） 

第１条 岡崎公園地区特別修景地域においては，京都都市計画（京都国際文化観光都市建

設計画）岡崎文化・交流地区地区計画の区域のうち，地区整備計画により，建築物等の

高さの最高限度が定められているものについては，条例第５条第１項第１号第ウ（ア）

及び同項第３号ウ（ア）に規定する高さの基準を適用しない。 

 

（建ぺい率の緩和） 

第２条 次に掲げる特別修景地域においては，条例第５条第１項第１号ウ（イ）及び同項第

３号ウ（イ）に規定する建ぺい率の基準を適用しない。 

(1)  上賀茂神社周辺特別修景地域上賀茂神社東側地区及び上賀茂神社西側地区 

(2)  修学院特別修景地域修学院離宮西側地区 

(3)  銀閣寺周辺特別修景地域銀閣寺西側地区 

(4)  醍醐寺周辺特別修景地域醍醐寺北側地区及び醍醐寺南側第２地区 

(5)  天龍寺周辺特別修景地域天龍寺東側第１地区及び天龍寺東側第２地区 

(6)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第３地区 

(7)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第１地区，桂離宮周辺第２地区及び桂離宮周

辺第３地区 

(8)  西芳寺周辺特別修景地域西芳寺東側地区 

(9)  金閣寺周辺特別修景地域金閣寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区 

３９６



(10)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第２地区 

 

（建ぺい率の基準の適用除外） 

第３条 岡崎公園地区特別修景地域においては，街区（道路境界線又は琵琶湖疏水の最上

段の擁壁の裾に囲まれた範囲をいう。以下同じ。）内における建築面積の合計の敷地面

積に対する割合が，１０分の４（Ａ地区にあっては１０分の３，Ｃ地区及びＦ地区にあ

っては１０分の２）以下であると認められる場合は，条例第５条第１項第１号ウ（イ）

及び同項第３号ウ（イ）の基準を適用しない。 

 

（外壁等から敷地境界線までの距離の緩和） 

第４条  次に掲げる特別修景地域においては，条例第５条第１項第１号ウ（ウ），同項第

３号ウ（ウ）及び同項第４号アに規定する外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線

までの距離の基準を適用しない。 

(1)  上賀茂神社周辺特別修景地域上賀茂神社東側地区及び上賀茂神社西側地区 

(2)  修学院特別修景地域修学院離宮西側地区 

(3)  銀閣寺周辺特別修景地域銀閣寺西側地区 

(4)  醍醐寺周辺特別修景地域醍醐寺北側地区及び醍醐寺南側第２地区 

(5)  天龍寺周辺特別修景地域天龍寺東側第１地区及び天龍寺東側第２地区 

(6)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第３地区 

(7)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第１地区 

(8)  西芳寺周辺特別修景地域西芳寺東側地区 

(9)  金閣寺周辺特別修景地域金閣寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区 

(10)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第２地区 

２  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第２地区及び桂離宮周辺第３地区においては，条

例第５条第１項第１号ウ（ウ），同項第３号ウ（ウ）及び同項第４号アに規定する外壁

又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離の基準のうち，道路に接する部分の

基準を１．０メートルとし，その他の部分の基準を適用しない。 

 

（緑地の規模の緩和） 

第５条  次に掲げる特別修景地域においては，条例第５条第１項第１号ウ（エ），同項第



２号イ（イ），同項第３号ウ（エ）及び同項第４号ウに規定する緑地の規模の基準を１

０パーセントとする。 

(1)  上賀茂神社周辺特別修景地域上賀茂神社東側地区及び上賀茂神社西側地区 

(2)  修学院特別修景地域修学院離宮西側地区 

(3)  銀閣寺周辺特別修景地域銀閣寺西側地区 

(4)  醍醐寺周辺特別修景地域醍醐寺北側地区及び醍醐寺南側第２地区 

(5)  天龍寺周辺特別修景地域天龍寺東側第１地区 

(6)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第１地区及び桂離宮周辺第２地区 

(7)  西芳寺周辺特別修景地域西芳寺東側地区 

(8)  金閣寺周辺特別修景地域金閣寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区 

(9)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第２地区 

２  次に掲げる特別修景地域においては，条例第５条第１項第１号ウ（エ），同項第２号

イ（イ），同項第３号ウ（エ）及び同項第４号ウに規定する緑地の規模の基準を５パー

セントとする。 

(1)  天龍寺周辺特別修景地域天龍寺東側第２地区 

(2)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第３地区 

(3)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第３地区 

 

（緑地の規模等の強化） 

第６条  岡崎公園地区特別修景地域においては，次に掲げる基準に適合するものであるこ

と。 

(1) 道路周辺の緑化に配慮すること。 

(2)  主たる建築物を新築又は増築（当該建築面積が既存の建築面積を超える場合に限

る。）する場合にあっては，条例第５条第１項第１号ウ（エ）及び同項第３号ウ（エ）

に規定する緑地の規模の基準を１０分の３とする。ただし，街区内における緑地（木

竹が保全され，又は適切な植栽が行われる土地並びにそれと一体となって良好な景観

を形成している草本類，地被類などの植物で被われている空地及び庭園内の園路，庭

石，水面などの区域をいう。）の面積の敷地面積に対する割合が１０分の３．５（Ａ地

区及びＣ地区にあっては１０分の３，Ｄ地区及びＦ地区にあっては１０分の２）以上

あると認められる場合は，この基準を適用しない。 



 

（形態意匠等の基準の強化及び付加） 

第７条  特別修景地域における建築物その他の工作物の位置，規模，形態及び意匠並びに

緑地の位置及び形態は，条例第５条第１項各号に定める基準のほか，次に掲げる特別修

景地域に応じ，それぞれ次に掲げる基準に適合するものであること。 

(1)  鴨川特別修景地域 鴨川及び賀茂川では，河岸の樹木と川の清流が一体となって，

他の大都市では見られない都心の水と緑の空間を構成している。この河川区域内に

設ける工作物等については，この河川の風趣と調和したものとすること。 

   西賀茂大橋から賀茂大橋までの区域においては，水辺空間と堤防上の樹木，住宅

の生垣等からなる緑豊かな河川空間を保全するため，既存樹木を保全するとともに

河川に面する住宅地等との境界に植栽帯等を設けること。建築物は，原則として河

川に面する側に勾配を有する下屋を設けた和風外観であること。 

賀茂大橋からＪＲ東海道線までの区域では，水辺空間と堤防上の樹木からなる，

河川空間を保全すること。また，河川区域内に設ける工作物は，自然素材を使用す

ることを基本とし，色彩や質感に配慮して，鴨川の風趣及び沿岸の伝統的建造物又

は隣接する市街地との街並みと調和したものであること。 

(2)  高野川特別修景地域 高野川では，河岸の樹木と川の清流が一体となって，他の

大都市では見られない都心の水と緑の空間を構成している。この河川区域内に設け

る工作物等については，この河川の風趣と調和したものとすること。 

当地区では，既存樹木を保全するとともに，右岸地区においては，河川に面する

部分に植栽帯を設けることとし，建築物は，原則として河川に面する側に勾配を有

する下屋を設けた和風外観であること。また，左岸地区においては，建築物は和風

外観を基調とし，道路側に植栽，和風塀等を設けること。 

(3) 下鴨神社周辺特別修景地域 世界遺産下鴨神社周辺では，歴史的な趣のある景観

の保全を図るため，建築物は，日本瓦ぶきの和風外観であり，既存樹木の保全をは

かり，道路側に植栽，和風門・塀等，河川側は，植栽帯を設け生垣の連続性を保持

すること。 

下鴨神社参道では，葵祭の経路でもある参道景観を保全するため，参道側には，

原則として和風様式の門，塀，生垣等を設けることとし，建築物は，日本瓦ぶき和

風外観であること｡ 



(4) 松ヶ崎特別修景地域 深泥ヶ池から宝ヶ池球技場に至る山裾の斜面地では，背景

となる緑地の保全を図るため，建築物の総高を抑えた日本瓦ぶき和風外観であると

ともに，既存の樹木を保全し，原則として道路側に植栽帯，和風塀等を設けること。 

(5) 岩倉実相院周辺特別修景地域 岩倉実相院周辺では，建築物は，原則として和風

外観であり，新旧の建築物の調和に配慮し，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀

のいずれかを設けること。また，当地域は，国立京都国際会館とともに修学院離宮

から眺望される場合があるため，特に建築物の屋根や外壁等の色彩に配慮すること。 

岩倉実相院参道及び岩倉川沿いでは，歴史的な雰囲気を保全するため，既存の和

風様式の門，土塀及び生垣を維持すること｡また，建築物は日本瓦ぶき和風外観と

し，参道及び河川に面する部分に植栽帯，和風塀等を設けること｡ 

(6) 上高野・三宅八幡宮特別修景地域  上高野・三宅八幡宮地域では，歴史ある集落

景観の保全を図るため，背景となる西明寺山を保全し，建築物は日本瓦ぶき和風外

観を基調とし，既存の和風塀，樹木の保全を図るとともに，道路側に植栽，和風塀

等を設けること。 

三宅橋から三宅八幡神社に至る参道沿いでは，参道景観を保全するため，和風様

式の門，塀及び既存樹木の保全を図ることとし，建築物は和風外観を基調とするも

のであること。 

(7) 岩倉幡枝・円通寺特別修景地域 岩倉幡枝・円通寺地域では，円通寺からの眺望

景観の保全を図るため，建築物は和風外観とし，道路側及び円通寺側に植栽，生垣，

和風門，和風塀のいずれかを設けること。また，岩倉幡枝地区においては，新市街

地における有効な緑の配置と色彩に配慮するとともに，円通寺等から眺望されるた

め，特に建築物の屋根や外壁等の色彩に配慮すること。なお，八幡山については山

容の保全に配慮すること。 

円通寺門前では，旧集落における歴史的な趣のある景観を保全するため，道路に

面する和風様式の門，塀及び生垣を維持し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風

外観であること。 

(8) 二軒茶屋特別修景地域 二軒茶屋地域では，趣のある集落景観の保全を図るため，

建築物は日本瓦ぶきの和風外観を基調とし，背景の山地との調和を図るとともに，

道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀のいずれかを設けること。 

(9) 木野特別修景地域 木野地域では，趣のある集落景観の保全を図るため，建築物



は，原則として日本瓦ぶきの和風外観であり，既存農家並びに民家風建築との調和

を図り，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀のいずれかを設けること。 

(10) 上賀茂神社周辺特別修景地域（上賀茂神社東側地区及び上賀茂神社西側地区を除

く。）上賀茂神社周辺では，世界遺産・上賀茂神社境内の緑と一体をなす趣のある

景観を保全するため，敷地規模の維持と十分な敷地内緑化を図り，建築物は，原則

として日本瓦ぶき和風外観であること。特に，賀茂川左岸では，緑豊かな河川景観

を保全するため，道路に面する部分に植栽，生垣又は和風塀を設け，建築物は和風

外観であること。 

(11) 上賀茂神社周辺特別修景地域上賀茂神社東側地区  上賀茂神社東側地区では，

上賀茂神社境内と神宮寺山の緑と一体をなす趣のある景観を保全するため，敷地規

模の維持を図り，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(12) 上賀茂神社周辺特別修景地域上賀茂神社西側地区  上賀茂神社西側地区では，

賀茂神社境内と賀茂川の緑と一体をなす趣のある景観を保全するため，敷地規模の

維持を図り，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(13) 神山山裾特別修景地域  神山山裾の住宅地では，神山の緑豊かな景観を保全す

るため，敷地規模に留意し，道路側に植栽又は生垣を設けるものとし，建築物は，

原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(14) 比叡山山頂特別修景地域  比叡山山頂地域では，市街地から眺望される自然的

景観を保全するため，構造物の位置，規模，形態及び色彩に留意すること。 

(15) 八瀬駅周辺特別修景地域  八瀬駅周辺では，渓谷と紅葉の自然的環境に調和し

た沿道景観を保全するため，既存樹木の保全を図ることとし，建築物は，土壁風の

全体的に落ち着きのある日本瓦ぶき和風外観を基調とするものであること。 

(16) 檜峠特別修景地域  檜峠地域では，緑豊かな住宅街の和風景観を保全するため，

既存の敷地規模並びに道路に面する和風様式の門，塀及び生垣を維持することとし，

建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(17) 修学院特別修景地域（修学院離宮西側地区を除く。）  修学院地域では，趣の

ある周辺環境の保全を図るため，建築物は日本瓦ぶきの和風外観とし，道路側に植

栽，生垣，和風門，和風塀のいずれかを設けること。また，離宮からの眺望に配慮

した色彩等とすること。 

鷺森神社参道では，緑豊かな参道景観を保全するため，既存樹木の保全を図ると



ともに参道に面した部分に植栽帯を設けること。また，建築物は原則として和風外

観であること。 

(18)  修学院特別修景地域修学院離宮西側地区  修学院離宮西側地区では，周辺環境

の保全を図るため，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であるとともに色彩

等に配慮すること。 

(19)  北白川周辺特別修景地域  瓜生山から山中越えにかけての山裾では，背景の樹

林地と調和した景観を保全するため，市街地から眺望される既存樹木を保全するこ

と。 

(20)  詩仙堂周辺特別修景地域  詩仙堂周辺では，趣のある景観の保全を図るため，

建築物は，原則として伝統的な和風様式であること。また，道路側に植栽，生垣，

和風門，和風塀のいずれかを設けること。 

(21)  吉田山特別修景地域  吉田山周辺では，吉田山と一体となった緑豊かな住宅地

の景観を保全するため，道路に面する部分及び道路等の公共的空間から眺望される

斜面地においては，既存樹木を保全するとともに高木の植栽を行うこと。また，建

築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であり，道路側に生垣，和風塀等を設ける

こと。 

(22)  岡崎・南禅寺特別修景地域  永観堂から南禅寺の周辺では，東山の借景空間の

保全を図るため，建築物は和風外観の度合いを高め，京都らしい雰囲気を保持する

こと。また，岡崎公園一帯や蹴上一帯では，和風要素の取り入れ，又は岡崎公園一

帯における歴史の文脈を考慮した上での近代的・都市的景観の創出，蹴上一帯にお

ける京都の近代化に寄与した諸施設のデザインの継承による修景を図り，道路側に

植栽，生垣，和風門，和風塀のいずれかを設けること。 

南禅寺参道沿いでは，趣のある参道景観を保全するため，連続感のある和風塀と

既存樹木の保全を図り，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であり，軒の連

続性に配慮すること。 

(23)  青蓮院・知恩院特別修景地域  青蓮院・知恩院地域では，大規模施設において

は道路に面する部分へ高木を植栽することとし，駐車場においては外周緑化に特に

配慮すること。また，沿道の既存樹木の保全を図ることとし，建築物，門及び塀は，

原則として和風外観であること。 

青蓮院門前から知恩院門前にかけてでは，趣のある門前景観を保全するため，連



続感のある和風塀と道路沿いのクスノキ等の樹木を保全し，建築物は，原則と し

て日本瓦ぶき和風外観であること。 

(24)  深草・稲荷特別修景地域  東福寺以南の稲荷山，飯食山等の西に広がる山裾の

住宅地では，山地部の森林を背景とした緑豊かな住環境を保全するため，既存樹木

を保存し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(25)  大石神社周辺特別修景地域  大石神社周辺では，山ろくの緑豊かな景観を保全

するため，山林の保全や敷地内緑化に重点を置き，建築物は日本瓦ぶき和風外観を

基調とするものであること。 

(26)  御陵・日ノ岡の山裾特別修景地域  山科北西地域の三条通と琵琶湖疏水に挟ま

れた住宅地では，安祥寺山の山ろくの緑豊かな景観と一体となった町並みを保全す

るため，敷地規模を維持し，原則として道路側には生垣又は和風塀を設けること。

また，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(27)  山科疏水沿い特別修景地域  山科北部の琵琶湖疏水沿いの住宅地では，安祥寺

山の山ろく，天智天皇陵の緑豊かな景観と一体となった町並みを保全するため，敷

地規模を維持し，原則として道路側には生垣又は和風塀を設け，疏水側に生垣を設

けること。また，建築物は日本瓦ぶき和風外観を基調とするものであること。 

(28)  毘沙門堂参道特別修景地域  毘沙門堂参道では，参道景観を保全するため，生

垣の連続性と庭木の緑の保全を図り，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

(29)  円山特別修景地域  円山地区では，趣のある沿道景観を保全するため，建築物

は，原則として和風外観であり，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀のいずれか

を設けること。また，和風様式の料亭等が数多くあり，特に周辺環境との調和に留

意すること。 

(30)  清水寺周辺特別修景地域  世界遺産・清水寺周辺では，歴史的な趣のある景観

を保全するため，建築物は日本瓦ぶきの和風外観であり，地域全体の沿道景観の保

全を図り，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀を設け，趣のある散策路の連続性

を図ること。また，高台または市街地から眺望される地域では，建築物の高さや形

態及び意匠，外構及び植栽について特に配慮すること。 

(31)  東山七条特別修景地域  東山七条地域では，趣のある沿道景観を保全するため，

建築物は和風外観を基調とするもので，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀のい

ずれかを設け，既存樹木の保全を図り，特徴ある東大路通東側の大規模な石垣及び



道路沿いの土塀を保全すること。 

(32)  泉涌寺周辺特別修景地域  泉涌寺周辺の沿道では，既存の樹木，土塀等の和風

塀，和風門により趣のある沿道景観が保全されているため，建築物は和風外観を基

調とし，道路側に植栽，生垣，和風門，和風塀のいずれかを設けること。 

(33)  東福寺周辺特別修景地域  東福寺や伏見稲荷大社周辺山ろく部の住宅地では，

社寺及びその周辺における歴史的風致の継承を図るため，既存の自然石による石積

擁壁の保存を行うとともに，擁壁を設ける場合は，自然石などの素材を使用するこ

と。また，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(34)  本多山特別修景地域  本多山地区では，趣のある集落景観を保全するため，建

築物は和風外観を基調とするもので，道路側に植栽等を設けること。 

(35)  銀閣寺周辺特別修景地域（銀閣寺西側地区を除く。）  世界遺産・銀閣寺周辺

では，歴史的な趣のある景観の保全を図るため，建築物は日本瓦ぶきの和風外観で

あり，既存の樹木，和風門・塀の保全を図るとともに，道路側に植栽，生垣，和風

門，和風塀のいずれかを設けること。 

(36)  銀閣寺周辺特別修景地域銀閣寺西側地区  銀閣寺西側地区では，歴史的な趣の

ある周辺環境を保全するため，建築物は，原則として日本瓦ぶきの和風外観であり，

色彩等に配慮するとともに既存の樹木，和風門・塀の保全を図ること。また，門前

においては，特に飲食・みやげ物店は建物意匠等の統一を図り，門前景観の保全を

図ること。 

(37)  醍醐寺周辺特別修景地域（醍醐寺北側地区及び醍醐寺南側第２地区を除く。）  

世界遺産・醍醐寺門前では，民家形式や町家形式の建物による歴史的な町並み景観

との調和を図るため，既存樹木の保全を図り，建築物は，軒の連続等の周辺景観に

配慮した日本瓦ぶき和風外観であること。また，醍醐寺境内周辺の住宅地では，境

内の緑豊かな景観と一体となった町並みを保全するため，敷地規模を維持し，道路

側には生垣又は和風塀を設けることとし，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外

観であること。 

(38)  醍醐寺周辺特別修景地域醍醐寺北側地区  醍醐寺北側地区では，境内の緑豊か

な景観と背景の山地と一体となった町並みを保全するため，敷地規模を維持し，既

存樹木の保全を図り，原則として道路側に植栽，生垣又は和風塀を設けること。ま

た，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 



(39)  醍醐寺周辺特別修景地域醍醐寺南側第２地区  醍醐寺南側第２地区では，境内

の緑豊かな景観と背景の山地と一体となった町並みを保全するため，敷地規模を維

持し，原則として道路側には植栽又は生垣を設けること。また，建築物は，原則と

して日本瓦ぶき和風外観であること。 

(40)  大塚・大宅の山裾特別修景地域  山科盆地より眺望される山科東部の山裾の住

宅地では，行者ケ森の緑豊かな景観との調和を図るため，敷地規模の維持及び十分

な敷地内緑化を図り，建築物は日本瓦ぶき和風外観を基調とするものであること。 

(41)  桃山御陵周辺特別修景地域  御陵西側の住宅地では，御陵の森の眺望景観と一

体をなす趣のある景観を保全するため，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観

であり，植栽は道路側を重点に行うこと。 

(42)  愛宕街道沿道特別修景地域  嵐山の渡月橋から清滝へ抜ける愛宕街道沿道で

は，軒が連たんした町家形式と緑に囲まれた民家形式の建築物が混在した街道景観

を 保全するため，建築物は，軒の連続性に配慮した町家形式又は街道側に生垣等

の十分な植栽を施した民家形式の外観であり，屋根は，原則として日本瓦ぶきであ

ること。 

(43)  北嵯峨・嵯峨野特別修景地域  北嵯峨・嵯峨野一帯では，生垣，樹木及び石垣

の自然的要素による｢野のイメージ｣を保全するため，特に道路側には生垣等の植栽

帯を設け，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

(44)  大覚寺参道特別修景地域  大覚寺参道では，連続した生垣に和風塀が混在した

参道景観を保全するため，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。また，既存樹

木の保全を図り，原則として道路側に生垣又は和風の門，塀を設けること。 

(45)  清滝特別修景地域  清滝では，愛宕詣で賑わった歴史的町並みを保全するため，

建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(46)  高山寺・高雄特別修景地域  世界遺産・高山寺及び高雄の集落地では，山に囲

まれた自然的景観と調和した，神護寺，西明寺，高山寺等の寺院の門前景観及び集

落景観を保全するため，建築物は，日本瓦ぶき和風外観であること。 

(47)  渡月橋北西特別修景地域  渡月橋北西では，渡月橋から眺望される小倉山を背

景に持つ緑豊かな町並みを保全するため，河川側には十分な植栽帯を設けることと

し，建築物は日本瓦ぶき和風外観とする。 

(48)  中ノ島特別修景地域  中ノ島では，伝統的な数寄屋様式の茶店などの景観を保



全するため，建築物は，日本瓦ぶき又は銅板ぶきの数寄屋風外観であり，原則とし

て河川に対し軒側（平側）を配置すること。 

(49)  渡月橋北東及び南側特別修景地域  渡月橋北東及び南側では，嵐山の緑に囲ま

れた桂川の河川景観との調和を図るため，建築物は，原則として日本瓦ぶき又は銅

板ぶきの和風外観であること。 

(50)  天龍寺周辺特別修景地域（天龍寺東側第１地区及び天龍寺東側第２地区を除

く。）  世界遺産・天龍寺周辺では，天龍寺境内の緑豊かな景観と一体となった

町並みを保全するため，敷地規模を維持し，道路側には生垣又は和風塀を設けるこ

とを基本とし，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

(51)  天龍寺周辺特別修景地域天龍寺東側第１地区及び天龍寺東側第２地区  天龍

寺東側第１地区及び第２地区では，天龍寺境内の緑豊かな景観と一体となった町並

みを保全するため，敷地規模を維持し，道路側には生垣又は和風塀を設けることを

基本とし，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(52)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第１地区  嵐山駅前第１地区では，嵐山の緑に

囲まれた桂川（大堰川）の河川景観との調和を図るため，敷地規模に留意し，十分

な敷地内緑化を図り，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(53)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第２地区  嵐山駅前第２地区では，桂川（大堰

川）の河川の景観との調和を図るため，敷地規模に留意し，建築物は，原則として

日本瓦ぶき和風外観であること。 

(54)  嵐山南側特別修景地域嵐山駅前第３地区  嵐山駅前第３地区では，趣のある沿

道景観を保全・育成するため，敷地規模に留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶ

きの和風外観であること。 

(55)  鳴滝音戸山特別修景地域  鳴滝音戸山の住宅地では，緑豊かな景観を保全する

ため，敷地規模に留意し，十分な敷地内緑化を図り，建築物は，原則として日本瓦

ぶき和風外観であること。 

(56)  周山街道沿道特別修景地域  周山街道沿道では，周辺の山の緑や街道沿いの石

積等の自然的景観と一体となった街道景観を保全するため，街道側に植栽を行うと

ともに，擁壁等を設ける場合は，自然的景観に配慮した素材を使用すること。また，

建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(57)  梅ケ畑特別修景地域  梅ケ畑の集落地では，趣のある集落景観を保全するため，



建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(58)  桂離宮周辺特別修景地域（桂離宮周辺第１地区，桂離宮周辺第２地区及び桂離

宮周辺第３地区を除く。）  桂離宮周辺の住宅地では，離宮の緑豊かな景観を保

全するため，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(59)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第１地区  桂離宮周辺第１地区では，離宮

の緑豊かな景観と一体となった町並みを保全するため，敷地規模に留意し，十分な

敷地内緑化を図り，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(60)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第２地区  桂離宮周辺第２地区では，敷地

規模に留意し，特に桂川街道沿いに植栽，生垣を設け十分な敷地内緑化を図り，建

築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(61)  桂離宮周辺特別修景地域桂離宮周辺第３地区  桂離宮周辺第３地区では，山陰

街道沿いの軒が連たんした町家形式の街道景観を保全するため，建築物は，原則と

して軒の連続性に配慮した町家形式の日本瓦ぶき和風外観であること。 

(62)  西芳寺周辺特別修景地域（西芳寺東側地区を除く。）  世界遺産・西芳寺（苔

寺）周辺の住宅地では，西芳寺の境内の緑と一体となった景観を保全するため，建

築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

(63)  西芳寺周辺特別修景地域西芳寺東側地区  西芳寺東側地区では，西芳寺の境内

の緑及び周辺の山の緑と一体となった景観を保全するため，建築物は，原則として

日本瓦ぶき和風外観であること。 

(64)  金閣寺周辺特別修景地域（金閣寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区を除

く。）  世界遺産・金閣寺周辺では，金閣寺の緑と一体となった景観を保全する

ため，敷地規模に留意し，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

(65)  金閣寺周辺特別修景地域金閣寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区  金閣

寺周辺第２地区及び金閣寺周辺第３地区では，金閣寺の緑と一体となった景観を保

全するため，敷地規模に留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観である

こと。 

(66)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域（仁和寺東側第１地区，仁和寺東側第２地区

及び仁和寺東側第３地区を除く。）  世界遺産・仁和寺門前では，御室駅から仁

和寺大門に続く，広々として落ち着いた門前景観を保全するため，敷地規模に留意

するとともに，十分な敷地内緑化を図り，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 



世界遺産・龍安寺参道では，生垣等の連続した緑豊かな落ち着きのある町並みを

保全するため，敷地規模に留意し，原則として道路側において後退距離を十分に確

保し，生垣等の植栽帯を設けること。また，建築物の外壁はうす茶色を基本とし，

屋根は日本瓦ぶき又は銅板ぶきの和風外観であること。 

きぬかけの道沿道及び門前周辺の住宅地では，仁和寺及び龍安寺の豊かな緑との

調和を図るため，既存樹木の保存に努め，原則として道路側には生垣又は和風塀を

設けること。また，建築物は日本瓦ぶき和風外観であること。 

特にきぬかけの道沿道では，門前景観の形成を図るため，建築物は，原則として

軒の連なりに配慮した切妻平入形式であること。 

その他の住宅地においては，仁和寺及び龍安寺の境内の緑と一体となった景観を

保全するため，敷地規模に留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であ

ること。 

(67)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第1 地区  仁和寺東側第１地区で

は，仁和寺及び龍安寺の境内の緑と一体になった景観を保全するため，敷地規模に

留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

特に，きぬかけの道沿道では，門前景観の形成を図るため，建築物は，原則とし

て軒の連なりに配慮した切妻平入形式であること。 

(68)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第２地区  仁和寺東側第２地区で

は，仁和寺及び龍安寺の境内の緑と一体になった景観を保全するため道路側に植栽

を行うとともに，敷地規模に留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風 外観

であること。 

(69)  仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域仁和寺東側第３地区  仁和寺東側第３地区で

は，仁和寺及び龍安寺の境内の緑と一体になった景観を保全するため，敷地規模に

留意し，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(70)  双ヶ岡周辺特別修景地域  双ヶ岡西側では，敷地にゆとりのある落ち着いた 

住宅地の景観を保全するため，敷地規模に留意し，建築物は日本瓦ぶき和風外観 

を基調とするものであること。 

双ヶ岡北側の御室駅以南では，双ヶ岡の緑と調和した町並み景観を保全するため，

建築物は，日本瓦ぶき和風外観を基調とするものであること。 

(71)  左大文字山の東側山裾特別修景地域  鷹ヶ峰から左大文字山に至る山裾では，



山を背景とした緑豊かな景観を保全するため，敷地規模に留意し，十分な敷地内緑

化を図ること。また，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。 

(72)  大徳寺周辺特別修景地域  大徳寺周辺では，大徳寺境内の緑と伝統的町家とが

一体となった門前景観を保全するため，建築物は，軒の連なりに配慮した和風外観

を基調とするものであること。 

(73)  船岡山周辺特別修景地域  船岡山及びその南側の住宅地では，船岡山の緑豊か

な景観との調和を図るため，十分な敷地内緑化を図ること。 擁壁等を設ける場合

は，自然的景観に配慮した素材を使用すること。 

(74)  鞍馬特別修景地域  鞍馬では，伝統的町並みの連続した壁面線の維持及び鞍馬

集落の伝統的建築様式による建築外観の保全を図るため，街道に面する建築物は，

原則として平家町家，高二階町家又は中二階町家のいずれかの形式であること。 

(75)  貴船特別修景地域  貴船では，山の深緑や貴船川の清流との調和を図るため，

建築物は，原則として数奇屋風意匠で軒の深さに配慮した，日本瓦ぶき又は銅板ぶ

きの和風外観であり，沿道景観の保全を図ること。 

(76)  二ノ瀬特別修景地域  二ノ瀬地区では，建物と河川，山地が調和した自然景観

の保全を図るため，建築物は，原則として和風外観であり，敷地の外周緑化のため

に生垣，植栽帯などを設けるとともに，鞍馬川沿いの樹林及び宅地では川側の樹木

の保全を図ること。 

(77)  大原特別修景地域  大原では，歴史ある田園集落の風情を保全するため，建築

物は，原則として日本瓦ぶき真壁意匠であること。また，屋根形状や壁の色彩等に

きめ細やかな配慮を行い，道路側には生垣，植栽帯等を設けること。周辺部の石積

畦畔が残る美しい棚田風景の保全を図ること。 

三千院及び寂光院参道沿いでは，沿道の景観を保全するため，建築物は，原則と

して日本瓦ぶきで真壁意匠の切妻平入り形式又は入母屋形式であること。既存の石

積擁壁はその保全が重要であり，新設擁壁には，原則として自然石を使用すること。

駐車場は外周に，植栽，和風塀を設けること。 

(78)  八瀬特別修景地域  八瀬地域では，建物が河川と山地に調和した自然的景観を

保全するため，建築物は，原則として日本瓦ぶき和風外観であること。旧集落では，

町並みの統一感をはかること。既存の石積擁壁はその保全が重要であり，新設擁壁

には原則として自然石を使用すること。 



(79) 岡崎公園地区特別修景地域 岡崎公園地区では，既存樹木で構成される広々とし

て緑豊かな通り景観や都市における自然的景観を維持するため，道路及び琵琶湖疏

水に面した既存樹木を保全すること。 

また，京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）岡崎文化・交流地区地区

計画の区域のうち，地区整備計画が定められた区域（Ｃ地区を除く。）の建築物は，

当該地区計画において定められた建築物等の形態又は意匠の制限に適合するもので

あること。この場合においては，条例第５条第１項第１号ウ（カ），同項第２号イ（エ）

及び同項第３号ウ（カ）に規定する基準を適用しない。 

(80)  第１号から第７８号に掲げる特別修景地域 建築物の屋根の上に太陽光発電装

置その他これに類する太陽熱を給湯，暖房，冷房その他の用途に用いる装置を設置

しないこと。ただし，当該装置が道路，公園，広場その他の公共の用に供する空地

から見えない場合又は当該装置が設置される建築物の存する土地及びその周辺の土

地の風致に不調和でないと認められる場合にあってはこの限りでない。 

２  次に掲げるものは，前項の基準の一部を適用しないことがある。 

   建築物全体の総合的なデザインが優れていると認められるもの 

   学校，病院その他公益上必要な施設で，市長が当該施設の用途に照らし，やむ

を得ないと認めるもの 

（都市計画局都市景観部風致保全課） 


